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論  文 内 容 の 要 旨 

 

 性染色体異常個体での配偶子形成不全に代表されるように性染色体は配偶子形成に重

要な役割を呈する。これまでの研究では性転換個体など用いて性染色体の配偶子形成に

おける機能的必要性が調べられてきたが、いまだにその役割については不明な点が多い。

本研究では卵巣環境を模倣した体外培養法を用いて、XX、XO および XY をもつ胚性幹細

胞（ES 細胞）から卵母細胞を誘導することにより、卵子形成過程における性染色体の生

殖細胞自律的影響ついて解析した。その結果、XX ES 細胞の卵子形成能と比較して、XO 

ES 細胞の卵子形成能は著しく低下し、XY ES 細胞では更に低下していた。卵子形成過程

の遺伝子解析や染色体の動態解析の結果、XO や XY ES 細胞における卵子形成の異常は、

減数分裂への移行や進行の遅延、遺伝子発現の異常、および相同染色体の対合異常に起

因すると考えられた。これら加えて、XY ES 細胞の卵子形成過程では、精原細胞の増殖

を促進させる Y 染色体連鎖遺伝子の Eif2s3y が卵母細胞の分化を阻害していることを明

らかにした。本研究により、卵子形成における性染色体の生殖細胞自律的影響は染色体

対合、遺伝子発現制御に加え、Y 染色体の阻害効果のメカニズムを明らかにすることが

できた。これらに加え、雌雄の配偶子形成はその形成初期過程で相互対立することが示

唆された。



 


